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優しく強い子に！ 命を左右する情報
27 年前の夏,八王子の先生達と訪れた沖縄。1945 年

４月 1 日から 6 月 23 日まで凄惨な闘いが繰り広げら
れた沖縄戦を学ぶ旅に参加したのです。
学んだことの一つは確かな情報を得るか得ないかが

命を左右するということでした。
１９４５・４・1，沖縄本島に米軍が上陸し，沖縄

住民の多くはガマ(自然にできた洞窟）に身を潜めま
すが，読谷村（ヨミタンソン）のチビチリガマに隠れ
ていた住民は翌 2 日、約 180 名のうち８４名が集団自
決したのです。ガマの中を掘ると小さな骨が未だ見つ
かるとのことでした。鍋や釜もありました。
チビチリガマに避難していた住民の中に，中国戦線

に従軍し，日本軍が中国人民にしてきたことを目の当
たりにしていた看護師のユキさんがいたのです。鬼畜

http://www.minamih.net/ 米英と教えられていたユキさんは
１７・ ２・２５（土）“アメリカｰに捕まったら何をされるか分からないよ。
南ＮＥＷＳＮＯ１１３ 潔く自決しよう”

と皆に自決を呼びかけたのです。

チビチリガマで息子を亡くした知花カマドさんのお話を
伺うことができました。
“息子を助けてあげられなかったことが本当に悔しい！”
と涙しながら仰っていました。
一方,チビチリガマから４００～５００ｍ離れたシ

ムクガマに隠れていた約 1000 名の住民は全員が無
事だったのです。
シムクガマにはアメリカ・ハワイで働いていた比

嘉平治･平真という 2 人の青年がいて“アメリカー
撮影 矢上 はそんな悪い人たちではないよ。白旗を掲げて出て

行けば命は助けてくれるよ”と話したのです。お陰で集団自決という凄惨な運
命から全員が逃れることができたのです。
生死の分かれ目は情報の違いだったのです。アメリカの文化に触れて ,学ん

でいた青年の存在が,彼らからの情報が命を救ったのです。
戦闘を武力衝突と言い換えたり ,黒塗りの報告書が提出される日本の国会。

子どもたちの未来が心配です。
隠されている情報･秘密にされている情報を手に入れ ,自分の判断･思考で何

を為すべきか選択する力が必要とされます。時空を越えて遠く広く学ぶ力が必
要です。情報入手・的確な判断･選択･実行･反省，真に生きる力です。

ｂｙ矢上

第 24回ピーナッツカップ U-112日目 2-19（土）秦野市なでしこ運動広場
〇めあて：コーチング／スプリント／コーナーキッ クで点を決める／パス＆ムーブ
〇個人のめあて：尾川君：スペースを良く見る／松風君：ボ ールを取られないようにす
る／岩﨑君：チャレンジ＆カバ ー／古積君：ハイボールはヘッド／野宮君：裏を取る
／遼 大君：パス＆ムーブ／倫平君：スペースにドリブル／内田 君：アーリーヒット
／佐藤君：周りを見る／慶長君：アー リーヒット、チャレンジ＆カバー／蛯名君：思
いきってい く／柴田君：技を使う／高木君：周りを見る／一護君：オ ーバーラップ
／名嘉君：サイド攻撃する／哲平君：ラン・ ウィズ・ザ・ボール／周君：スプリント
チャレンジトーナメント 15分ハーフ
■一回戦 ○南八王子 2-1 渋沢 前半 1-1 得点：一護君、古積君（A一護君）
前半 3分、ミスから失点。同 5分、トップの一護君がシャペウで相手をかわして独走、GK
もかわして同点弾。同 7 分、CK を名嘉君がヘッドしますが相手 GK がファインセーブ。

チビチリガマの入り口 慰霊の像
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後半 5分、野宮君のドリブルシュートはポスト左。同 7分、CB
周君の縦パスから一護

君がDFを振り切り右サイド深く持ちこんでグラウンダークロス、
受けた古積君が落ち着いて無人のゴールへ流し込み逆転勝利。
■ 二回戦 ×南八王子 0-3 鶴巻ドラゴンズ 前半 0-1

表彰式 撮影中村コーチ 相手に押されながらも持ちこたえていましたが、前半終了間際に
混戦から失点。後半 3分にCK、同 5分に相手の個人技で連続失点。その後、攻勢に出て
押し込みましたが得点は奪えないまま終了。この相手チームがトーナメント優勝しました。
■ 三位決定戦 ○南八王子 2-0 秦野W 前半1-0 得点：野宮君、尾川君（A内田君）
前半 8分、ゴール前に持ちこんだトップ内田君のシュートのこぼれ球を野宮君が拾い、
ドリブルで相手をかわしてゴール。後半 9分、CKを尾川君が蹴り込んで追加点。3位と
なりました。

試合を振り返って

前日の予選リーグで開始早々 に失点した反省から、立ち上がり5分を大事に試合に入りま
した。一回戦はやはり開始3分で失点しましたが、一護君がスピードを活かして躍動、さら
に古積君の思いきりのよいプレーで逆転できました。古積君は得点を挙げただけでなく、コ

ーチングや、果敢に相手を抜きにかかるプレーでチームに活力を与えてくれました。カウン

ターを受けたときに全力で長い距離を帰陣したスプリントには、ベンチから歓声が挙がった

ほどです。

二回戦は点差ほどの違いは無かったと思いますが、ボールへの寄りの速さ、体の入れ方で

少しずつ相手に先手を取られました。この試合から柴田君がGKをしましたが、フィード
（味方にボールを出す）の判断が良くビルドアップができていました。蛯名君、一護君、周

君が八王子選抜セレクションで抜けた三位決定戦、前日も対戦し2-1で勝った相手と再戦しま
したが、危なげない試合運びで無失点勝ちしました。

このチームが順位を争い、表彰されたのは初めてです。選手全員がよくがんばった結果で

す。コーチが審判をしてチームを離れている間も、自分たちだけでしっかり練習していたこ

とからも成長を感じます。

予選リーグで互角の勝負をした他チームを見ると、チャンピオントーナメント（予選1・2
位）優勝チームと接戦を演じていますので、南もまだまだ上位を狙えます。

反省点としては、マイボールになったときにスペースへスプリントし、ボールを引き出す動

きと声が少ないことです。

優秀選手賞は、予選リーグから守備にも攻撃にもパワーを見せ、中へ絞ること、縦へ速く

ボールを運ぶことの意識が高かった尾川君でした。三位決定戦ではゴールも挙げました。こ

のプレーを続けていってください。

今日は隅田君のお母さん、遼大君のお父さんが審判をしてくださいました。応援に来てく

ださった保護者の皆さん、ありがとうございました。 ｂｙ中村コーチ
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